
（
筆
者
は
前
者
を
当
年
法
、
後
者
を
紀
日
法
と
称
し
て
い
る
）
。
つ
ま
り
三

正
綜
寛
を
見
れ
ば
、
そ
の
換
算
が
た
や
す
く
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
三
正
綜
覧
は
大
い
に
利
用
価
値
が
あ
る
が
、
　
（
た
だ
所
々
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
も
古
く
か
ら
雷
わ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
）
し
か
し
今
、

こ
の
明
代
の
史
料
で
あ
る
明
実
録
の
年
月
臼
換
算
に
お
い
て
は
、
た
だ
三
正

綜
覧
に
書
か
れ
て
い
る
月
日
を
そ
の
ま
ま
転
載
す
る
所
に
大
き
な
誤
り
が
生

じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
正
綜
箆
は
日
本
の
暦
を
西
暦
に
当
て
は
め
る

に
は
適
し
て
い
る
が
、
中
国
の
暦
を
西
暦
に
換
算
す
る
に
は
、
そ
こ
に
一
考

を
要
す
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
三
正
綜
覧
は
日
本
の
麿
を
基
準
に
し
て
い
る

か
ら
で
、
た
と
え
ば
洪
武
二
年
正
月
丙
申
朔
は
、
日
本
の
所
で
は
南
朝
正
平

二
十
四
年
正
月
丁
酉
朔
と
書
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
西
暦
一
三
六
九

年
二
月
八
日
置
、
臼
本
の
二
酉
朔
に
当
る
同
で
あ
り
、
中
国
の
丙
申
朔
は
二

月
七
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
陳
垣
の
二
十
二
二
閾
表
を
み

れ
ば
、
当
然
二
月
七
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
十
史
朔
認
識
も
ま
れ
に
は

誤
り
は
あ
る
が
、
本
書
の
換
算
に
は
十
分
に
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ど

う
し
て
こ
れ
を
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
気
の
つ
い
た
点
を
書
き
な
ら
べ
た
が
、
要
す
る
に
史

料
集
と
い
う
も
の
は
、
ど
れ
ほ
ど
苦
労
を
要
し
て
も
、
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と

は
な
く
、
し
か
も
そ
れ
ほ
ど
に
報
い
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
期
待

す
る
所
ま
た
多
き
た
め
に
、
無
理
な
注
文
を
出
し
た
所
も
あ
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
が
、
関
係
者
の
方
々
の
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
て
筆
を
欄
く
。

　
　
　
（
A
5
判
　
三
二
〇
頁
　
一
九
七
五
年
四
月
　
国
書
刊
行
会
　
四
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
外
閣
語
穴
学
敦
授
　
二
重

森
本
公
誠
著

『
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
エ
ジ
プ
ト
税
制

史
の
研
究
』

佐
藤
圭
四
郎

　
嚢
に
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
よ
り
編
著
『
デ
リ
ー
』
　
（
山
本
達
郎
．

荒
松
雄
・
月
輪
時
房
・
合
著
。
昭
和
四
二
一
四
五
年
）
全
三
冊
が
公
刊
さ
れ

て
イ
ス
ラ
ム
イ
ン
ド
の
遺
跡
調
査
・
社
会
文
化
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
国

際
的
に
貢
献
し
た
が
へ
い
ま
ま
た
藪
に
森
本
公
誠
博
士
の
高
著
『
初
期
イ
ス

ラ
ム
縛
代
エ
ジ
プ
ト
税
制
史
の
研
究
』
が
洋
行
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
欧
米
の

イ
ス
ラ
ム
学
の
水
準
に
比
し
て
著
し
い
立
ち
遅
れ
を
み
せ
て
い
る
吾
国
の
西

ア
ジ
ア
史
学
界
に
お
い
て
、
原
史
料
を
縦
横
に
駆
使
し
た
最
初
の
本
格
的
な

専
著
が
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
ひ
ろ
く
本
邦
斯
掌
の
た
め
そ
の
功
業
を

讃
え
た
い
。

　
イ
ス
ラ
ム
政
治
社
会
の
研
究
に
お
い
て
財
政
史
の
占
め
る
比
窺
は
大
き
く
、

国
家
財
政
の
解
明
に
は
、
税
制
の
研
究
が
不
可
欠
の
要
素
を
成
す
。
イ
ス
ラ

ム
体
制
下
に
お
い
て
税
制
機
構
が
完
備
し
た
時
期
を
一
応
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時

代
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
こ
の
課
題
に
取
組
む
発
端

と
な
り
、
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
基
礎
研
究
は
、
　
〔
付
論
〕
と
し

て
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
「
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
国
家
財
政
」
で
あ
る
。
カ
リ
フ
、

ム
ク
タ
デ
ィ
ル
の
治
世
に
宰
糟
ア
リ
i
・
イ
ブ
ソ
・
イ
ー
サ
に
よ
っ
て
国
家

財
政
に
導
入
さ
れ
た
有
名
な
予
算
制
度
を
申
心
に
お
い
て
複
雑
な
税
務
行
政

機
構
の
分
析
を
行
い
、
巨
額
の
前
期
的
資
本
を
用
い
て
国
庫
貸
付
と
穀
物
投
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副書

機
を
行
う
中
間
収
利
者
層
を
牽
制
す
る
役
割
を
果
し
た
予
算
技
術
を
頂
点
と

す
る
税
務
行
政
の
発
達
、
か
れ
ら
と
の
妥
協
策
と
し
て
の
悪
税
請
負
と
御
用

商
人
層
の
育
成
に
つ
い
て
論
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
後
年
に
一
層

緻
密
さ
を
加
え
た
著
者
の
史
料
操
作
の
方
式
が
す
で
に
色
濃
く
示
さ
れ
て
い

る
。　

順
序
と
し
て
、
以
下
本
書
の
内
容
を
要
約
し
、
章
を
逐
っ
て
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

　
本
書
は
「
税
制
史
編
」
・
「
土
地
制
度
史
編
」
の
二
部
よ
り
成
る
。
第
一
部

「
税
制
史
編
」
は
序
論
「
ア
ラ
ブ
の
エ
ジ
プ
ト
征
服
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い

て
」
と
、
こ
れ
に
続
く
「
ア
ラ
ブ
征
服
期
に
お
け
る
税
制
」
・
「
ウ
マ
イ
ア
朝

期
に
お
け
る
税
鰯
」
・
「
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
期
に
お
け
る
税
制
」
の
三
章
に
分
っ

た
本
論
を
以
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
序
論
」
は
税
制
の
基
盤
を
成
す
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
征
服
方
式
に
つ
い

て
厳
密
な
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
初
期
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
い
て
は
、

ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
地
が
征
服
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
征
服
方
式
が
「
武

力
」
　
（
ア
ソ
ワ
）
で
な
さ
れ
た
か
「
和
約
」
　
（
ス
ル
フ
）
で
な
さ
れ
た
か
に

よ
っ
て
、
課
税
方
式
に
根
本
的
な
差
別
が
つ
け
ら
れ
る
。
そ
の
依
拠
す
べ
き

ム
ス
リ
ム
史
料
は
時
代
に
よ
り
潤
色
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
エ
ジ
プ
ト
征
服

に
関
す
る
ム
ス
リ
ム
史
料
に
厳
密
な
批
判
を
加
え
て
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ

ル
・
バ
カ
ム
の
諸
伝
承
に
整
理
し
、
主
教
ヨ
ハ
ネ
ス
の
年
代
記
と
も
対
比
し
、

和
約
に
よ
る
征
服
が
武
力
に
よ
る
そ
れ
と
混
同
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、

前
諾
を
後
者
に
変
移
す
る
こ
と
に
よ
り
増
税
を
正
当
化
し
原
住
民
の
不
満
を

押
え
よ
う
と
し
た
ウ
マ
イ
ア
朝
の
政
策
そ
の
他
の
政
治
的
配
慮
が
歴
史
專
実

に
重
層
化
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
ア
ラ
ブ
征
服
期
に
お
け
る
税
制
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
要
約

さ
れ
る
。
ア
ラ
ブ
征
服
期
に
お
け
る
税
制
に
関
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
諸
伝
承

と
ビ
ザ
ソ
ツ
の
そ
れ
に
共
通
し
て
み
え
る
「
現
金
税
」
は
、
元
来
農
民
・
非

農
民
の
別
な
く
現
金
で
支
払
わ
れ
る
「
貢
納
」
を
指
し
た
名
称
で
あ
っ
た
。

征
服
の
と
き
定
額
の
貢
納
を
条
件
と
し
て
和
約
が
成
立
し
た
が
、
の
ち
増
額

す
る
に
当
っ
て
、
人
頭
税
は
㎜
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

土
地
税
と
し
て
一
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
見
込
み
増
額
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
　
「
貢
納
」
は
人
頭
税
と
土
地
税
の
両
者
を
含
み
、
併
せ
て
ニ
デ
イ
ー
ナ

ー
ル
と
な
っ
た
。
の
ち
、
こ
の
「
貢
納
」
　
（
ジ
ズ
ヤ
）
が
「
入
江
税
」
の
意

味
に
置
き
か
え
ら
れ
、
土
地
税
は
耕
地
面
積
を
基
準
と
し
て
別
途
に
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
非
農
民
は
「
人
頭
税
」
と
し
て
ニ
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を

支
払
っ
た
。
　
「
現
金
税
」
と
並
ん
で
「
現
物
租
」
　
（
ダ
リ
ー
ブ
）
が
土
地
に

課
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
単
位
面
積
（
フ
ェ
ツ
ダ
ー
ソ
）
当
り
に
定
め
ら
れ

た
穀
物
収
穫
量
の
一
定
割
前
が
地
積
数
に
応
じ
て
耕
作
農
罠
か
ら
徴
収
さ
れ

た
。
ム
ス
リ
ム
款
待
費
、
ア
ラ
ブ
軍
維
持
費
、
政
府
役
人
滞
在
費
な
ど
は
、

そ
の
都
度
村
落
内
で
調
達
さ
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
対
し
て
は
「
人

頭
税
」
を
主
体
と
し
た
一
定
額
の
「
現
金
税
」
　
（
貢
納
）
が
課
せ
ら
れ
が
、

コ
プ
ト
人
の
場
合
よ
り
も
重
く
、
且
つ
再
三
に
わ
た
り
増
額
さ
れ
た
。
税
務

行
政
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
自
治
に
委
ね
ら
れ
、
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
方
式

に
従
い
、
回
春
の
差
等
に
応
じ
て
税
額
が
市
民
に
割
当
て
ら
れ
た
。

　
次
に
第
二
章
「
ウ
マ
イ
ア
二
期
に
お
け
る
税
制
」
の
内
容
は
以
下
の
よ
う

に
要
約
さ
れ
る
。

　
ウ
マ
イ
ア
朝
時
代
の
課
税
は
「
国
税
」
と
「
特
別
税
」
に
大
別
さ
れ
る
。

前
者
は
さ
ら
に
「
土
地
税
」
と
「
人
頭
税
」
よ
り
成
る
「
現
金
税
」
、
及
び

「
穀
物
租
」
に
分
類
さ
れ
る
。
　
「
特
別
税
」
は
現
金
又
は
現
物
で
納
め
ら
れ

る
雑
多
な
項
目
よ
り
成
り
、
定
期
の
も
の
、
臨
時
の
も
の
に
分
れ
る
。
こ
の
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ほ
か
一
種
の
税
金
に
類
す
る
「
科
料
」
が
課
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
税
項
目

を
表
わ
す
ア
ラ
ビ
ア
語
の
特
殊
専
門
用
語
に
は
変
遷
が
み
ら
れ
た
が
、
ウ
マ

イ
ア
朝
申
期
以
後
の
一
連
の
税
制
改
革
に
よ
り
明
確
化
し
た
。
回
暦
一
〇
〇

年
ご
ろ
か
ら
「
人
頭
税
」
が
「
ジ
ズ
ヤ
・
ラ
ア
ス
」
　
（
頭
の
ジ
ズ
ヤ
）
又
は

「
ジ
ズ
ヤ
」
と
よ
ぼ
れ
、
つ
い
で
「
土
地
税
」
が
「
ジ
ズ
ヤ
・
ア
ル
ド
」
（
土

地
の
ジ
ズ
ヤ
）
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
頭
税
は
成
丁
を
対
象
と
し

た
が
、
一
率
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
　
般
に
農
民
は
土
地
税
を
、

非
農
民
は
人
頭
税
を
支
払
っ
た
が
、
前
者
に
あ
っ
て
も
担
税
能
力
あ
る
も
の

か
ら
は
人
頭
税
が
徴
さ
れ
た
。
従
っ
て
後
代
の
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
け
る
人
頭

税
と
異
り
、
所
得
税
の
性
格
を
も
つ
。

　
税
務
行
政
体
と
く
に
察
（
パ
ガ
ル
キ
ア
）
に
対
す
る
割
当
額
は
、
属
人
主

義
の
郵
税
方
針
に
基
づ
く
た
め
、
納
税
人
口
や
灌
概
状
況
の
変
動
に
よ
っ
て

不
定
で
あ
っ
た
。
鼎
に
対
す
る
割
当
額
を
各
徴
税
区
（
村
落
共
同
体
）
に
配

分
す
る
の
は
県
の
長
官
の
権
限
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
さ
ら
に
各
納
税
者
に

対
す
る
配
分
は
村
落
自
治
体
の
権
限
に
属
し
た
が
、
ビ
ザ
ソ
ツ
時
代
の
属
地

主
義
に
よ
る
課
税
方
針
に
よ
り
、
人
頭
税
よ
り
も
土
地
税
に
重
点
が
お
か
れ

た
。
こ
の
属
地
主
義
に
よ
る
租
税
体
系
の
中
に
ウ
マ
イ
や
朝
に
よ
っ
て
属
人

主
義
に
よ
る
課
税
方
針
が
不
徹
底
な
か
た
ち
で
導
入
さ
れ
た
た
め
歪
み
が
生

じ
、
納
税
額
が
減
少
し
納
入
が
遅
延
し
た
。
そ
こ
で
ウ
マ
イ
ア
朝
中
期
に
い

た
り
、
原
籍
主
義
に
よ
る
人
頭
税
素
魚
の
徹
底
化
が
推
進
さ
れ
、
人
頭
税
は

従
来
の
所
得
税
的
性
格
か
ら
非
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
一
律
に
課
せ
ら
れ
る
宗

教
税
的
性
格
に
変
質
し
た
。
ま
た
土
地
税
は
、
そ
の
土
地
所
有
者
の
信
奉
す

る
藁
履
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
土
地
が
征
服
地
か
否
か
と
い
う
土
地
の
法
的

範
曝
の
み
を
前
提
と
し
て
、
単
位
薗
積
当
り
の
課
税
額
が
地
積
数
に
応
じ
て

賦
課
さ
れ
た
。
こ
の
ウ
マ
ル
ニ
世
に
よ
る
税
制
改
革
は
そ
れ
以
前
の
属
入
主

義
に
基
づ
く
人
頭
税
・
土
地
税
の
課
税
か
ら
、
属
地
主
義
に
依
拠
す
る
そ
れ

に
切
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
特
徴
を
も
つ
。

　
現
金
税
（
ジ
ズ
ヤ
）
は
ア
ラ
ブ
軍
隊
に
対
す
る
現
金
給
与
（
ア
タ
ー
）
に
、

穀
物
租
（
ダ
リ
ー
バ
）
は
同
じ
く
か
れ
ら
に
対
す
る
現
物
給
与
（
リ
ズ
ク
）

に
支
給
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
基
盤
に
は
、
土
地
保
有
を
認
め
ら
れ
た
原
住

民
か
ら
の
徴
税
に
よ
っ
て
ア
ラ
ブ
征
服
軍
戦
士
の
俸
禄
を
ま
か
な
う
と
い
う

ウ
マ
ル
一
世
以
来
の
原
剛
が
存
し
た
。
し
か
る
に
ウ
マ
ル
ニ
世
に
よ
っ
て
征

服
地
は
ム
ス
リ
ム
全
体
の
戦
利
品
（
フ
ァ
イ
）
で
あ
る
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
税

法
の
基
礎
理
論
が
提
示
さ
れ
、
改
宗
者
か
ら
の
土
地
没
収
が
正
当
化
さ
れ
た
。

コ
プ
ト
人
納
税
者
は
改
宗
し
て
ム
ス
リ
ム
の
特
権
を
得
る
た
め
に
は
自
己
の

土
地
・
住
居
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
改
宗
へ
の
道
を
閉
さ
れ
苛
酷

な
人
頭
税
・
土
地
税
に
よ
る
収
奪
を
う
け
た
コ
プ
ト
農
民
の
抗
租
叛
乱
が
続

発
し
た
。
ウ
マ
イ
や
朝
末
期
に
い
た
り
、
こ
の
ウ
マ
ル
ニ
世
の
改
宗
条
件
が

撤
廃
さ
れ
、
改
宗
す
れ
ば
土
地
を
離
れ
る
こ
と
な
く
人
頭
税
を
免
除
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
法
令
は
次
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、

イ
ス
ラ
ム
税
制
理
論
が
確
立
さ
れ
た
。

　
次
に
、
第
三
章
「
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
雲
に
お
け
る
税
制
」
の
内
容
は
次
の
よ

う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
ア
ッ
パ
．
ー
ス
朝
初
期
に
、
属
地
主
義
に
よ
る
地
租
（
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
）
と
一

種
の
宗
教
税
で
あ
る
人
頭
税
（
ジ
ズ
ヤ
）
と
を
二
本
の
柱
と
す
る
イ
ス
ラ
ム

税
制
理
論
が
確
立
し
た
。
そ
れ
は
次
の
三
項
目
を
骨
子
と
す
る
。
ω
非
ム
ス

リ
ム
は
人
頭
税
を
支
払
い
、
土
地
を
粗
手
す
る
も
の
は
地
稚
を
も
支
払
う
。

②
改
宗
者
は
人
頭
税
を
免
除
さ
れ
る
が
、
保
有
地
の
地
租
は
引
続
い
て
支
払

い
、
土
地
・
住
居
は
維
持
す
る
。
㈲
エ
ジ
プ
ト
な
ど
征
服
地
の
土
地
保
有
者

は
、
宗
教
・
民
族
に
係
り
な
く
地
租
を
支
払
い
、
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ
ム
も
例
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制

外
で
な
い
と
。
こ
の
原
則
は
国
初
よ
り
時
代
と
と
も
に
現
実
的
に
整
備
さ
れ

た
。
ラ
シ
ー
ド
の
と
き
地
租
の
現
金
・
現
物
二
本
だ
て
徴
収
を
廃
し
て
完
全

な
現
金
納
制
に
改
め
、
昆
つ
現
物
（
穀
物
）
に
対
す
る
現
金
の
比
価
を
引
上

げ
て
実
質
的
増
税
を
計
っ
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
マ
ー
ム
…
ソ

の
治
世
に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
大
規
模
な
抗
租
叛
乱
の
要
因
と
し
て
は
、
高

い
課
税
率
に
よ
る
苛
酷
な
徴
税
の
ほ
か
に
、
作
物
の
種
類
や
エ
ジ
プ
ト
固
有

の
輪
作
農
業
を
無
視
し
た
課
税
方
針
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
回
暦
二
四
〇

年
代
に
解
決
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
ω
単
位
面
積
当
た
り
の
一
定
税
額
を
地

積
に
応
じ
て
賦
課
す
る
従
来
の
方
法
（
土
地
測
量
制
）
に
よ
ら
ず
、
納
税
民

が
契
約
に
よ
っ
て
一
定
額
の
税
金
を
支
払
う
条
件
で
耕
作
を
請
負
う
（
耕
作

請
負
制
）
。
　
㈲
一
定
条
件
の
も
と
に
納
税
請
負
を
申
出
た
在
地
有
力
者
に
対

し
、
当
該
地
方
の
徴
税
権
と
基
本
税
額
の
二
分
の
一
の
処
理
権
を
譲
渡
す
る
。

ま
た
各
徴
税
区
ご
と
に
壷
定
人
（
ム
フ
タ
ー
ル
）
を
選
出
し
て
、
課
税
に
豪

っ
て
納
税
者
た
る
在
地
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
。
③
放
牧
税
・
魚
網
税

な
ど
新
税
種
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
作
物
の
種
類
を
考
慮
し
た
新
た
な
租

税
体
系
を
再
編
成
す
る
、
と
。
回
暦
三
世
紀
後
半
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ソ
朝
治
下

に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
の
繁
栄
は
こ
れ
ら
納
税
講
負
制
の
普
及
お
よ
び
新
租
税

体
制
の
定
着
化
に
依
存
し
て
い
る
。
政
府
が
派
遣
し
た
県
の
徴
税
官
を
最
高

責
任
者
と
し
、
そ
の
代
官
が
微
税
に
当
る
と
い
う
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
前
期
の
租

税
体
制
は
崩
壊
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
納
税
請
負
欄
は
イ
フ
シ
ー

ド
朝
を
経
て
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
。
し
か
る
に
ア
イ

ユ
ー
ブ
朝
以
後
、
軍
事
的
「
イ
ク
タ
ー
」
体
制
が
確
立
す
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の

土
地
の
大
半
が
ス
ル
タ
ー
ソ
、
ア
ミ
ー
ル
、
軍
人
に
イ
ク
タ
ー
と
し
て
分
与

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
有
力
者
に
よ
る
納
税
請
負
制
に
も
と
づ
い
て

農
民
（
フ
ァ
ツ
ラ
ー
フ
・
カ
ラ
ー
ル
）
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
税
金
は
、
い

ま
や
イ
ク
タ
ー
の
保
有
者
に
よ
っ
て
農
奴
（
キ
ソ
）
か
ら
一
種
の
封
建
地
代

と
し
て
収
奪
さ
れ
る
と
い
う
新
し
い
土
地
所
有
関
係
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
土
地
制
度
史
論
」
は
、
　
「
土
地
所
有
形
態
と
そ
の
展
開
」
・
「
土

地
の
貸
借
契
約
に
つ
い
て
」
の
二
章
よ
り
成
る
。
第
一
章
の
内
容
は
次
の
よ

う
に
要
約
さ
れ
る
。

　
ア
ラ
ブ
征
服
期
か
ら
ウ
マ
イ
ア
朝
中
期
ま
で
は
、
中
央
政
府
の
統
治
方
針

と
し
て
、
ア
ラ
ブ
軍
士
を
軍
事
都
市
に
屠
住
さ
せ
て
農
村
屠
住
お
よ
び
農
地

所
有
を
認
め
ず
、
土
地
の
大
部
分
は
村
落
共
同
体
に
基
盤
を
お
く
コ
プ
ト
農

民
の
保
有
地
と
し
て
存
続
し
た
。
し
か
る
に
回
暦
二
世
紀
に
入
る
と
、
原
住

民
の
保
有
地
を
ム
ス
リ
ム
全
体
の
た
め
不
可
分
の
土
地
と
し
て
法
制
的
に
固

定
化
し
よ
う
と
す
る
統
治
方
針
は
、
ウ
マ
ル
ニ
世
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
放

棄
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ア
ラ
ブ
人
の
農
村
地
帯
へ
の
定
住
化
が
始

ま
っ
た
。
か
れ
ら
は
購
入
な
ど
に
よ
り
土
地
を
入
手
し
て
在
地
地
主
化
し
、

コ
プ
ト
農
民
を
分
益
小
作
人
（
ム
ザ
ー
リ
ウ
）
と
し
て
庇
護
下
に
お
い
た
。

ウ
マ
イ
ア
朝
末
期
か
ら
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
か
け
て
断
絶
し
て
｝
世
紀
以
上
に

わ
た
り
、
上
・
下
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
コ
プ
ト
農
民
の
大
規
模
な
抗
租
運
動

が
起
り
、
ア
ラ
ブ
地
主
麟
の
う
ち
に
も
参
加
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
結

果
、
コ
プ
ト
人
村
落
春
岡
体
の
再
編
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
回
暦
三
世
紀
初
頭
よ
り
、
ア
ラ
ブ
人
・
ト
ル
コ
人
の
高
級
皆
々
や
在
地
土

豪
に
よ
る
広
大
な
私
領
地
（
デ
ィ
ヤ
ー
ウ
）
の
設
定
が
急
激
に
進
行
し
た
。

か
れ
ら
は
不
在
地
主
で
あ
っ
た
が
、
世
襲
相
続
し
た
子
孫
は
私
領
地
に
近
い

都
市
に
住
み
土
着
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
納

税
請
負
制
（
カ
バ
ー
ラ
）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
豪
族
化
し
た
こ
の
私

領
地
の
有
力
地
主
た
ち
は
納
税
講
負
人
（
ム
貸
出
ッ
ビ
ル
）
と
し
て
徴
税
権

を
も
掌
握
し
支
配
権
を
強
化
し
た
。
私
領
地
の
直
接
生
産
者
で
あ
る
小
作
農
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は
国
象
に
対
す
る
地
租
を
負
担
し
、
、
身
分
的
に
は
い
ま
だ
自
由
で
あ
る
が
、

ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
以
後
イ
ク
タ
ー
制
が
成
立
す
る
と
、
小
作
農
は
イ
ク
タ
ー
受

領
者
の
農
奴
（
キ
ソ
）
に
転
落
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
パ
ピ
ル
ス
学
者
グ
ロ
ー
フ
マ
ン
の
解
説
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
土

地
貸
借
契
約
文
書
に
つ
い
て
類
別
再
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
も

の
は
ア
ヅ
バ
ー
ス
朝
以
後
に
属
し
、
大
約
回
暦
一
九
〇
年
を
境
と
し
、
そ
れ

以
前
は
、
微
税
官
・
納
税
請
負
人
な
ど
を
貸
主
と
し
て
借
地
人
と
の
間
に
交

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
、
私
領
地
の
地
主
と
小
作
人
の
間
の
そ

れ
が
多
き
を
占
め
る
と
い
う
。
そ
し
て
両
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
借

地
人
が
負
担
す
べ
き
国
庫
へ
の
税
額
（
地
租
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
）
の
規
定
が
み
え

る
の
み
で
借
地
料
に
関
す
る
そ
れ
が
囁
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
徹
底
し
た

属
地
主
義
に
よ
っ
て
一
定
の
税
額
を
確
実
に
徴
収
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、

納
税
者
が
地
主
・
小
作
人
の
い
つ
れ
で
あ
る
か
を
間
わ
な
い
政
府
の
立
場
で

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
煩
を
厭
わ
ず
累
重
し
た
と
こ
ろ
が
本
書
に
お
け
る
大
筋
の
論
旨
で
あ

る
。
そ
の
所
論
は
多
岐
に
　
昆
り
、
実
証
は
詳
細
を
極
め
、
読
者
を
し
て
初
期

イ
ス
ラ
ム
時
代
税
制
史
に
関
す
る
百
科
辞
典
を
賭
る
の
感
を
懐
か
せ
る
。
取

扱
う
年
代
は
七
世
紀
前
半
の
大
征
服
時
代
か
ら
十
二
世
紀
後
半
の
フ
ァ
ー
テ

ィ
マ
朝
滅
亡
に
い
た
る
五
百
余
年
を
蔽
い
、
駆
使
す
る
資
料
は
豊
蜜
な
ア
ラ

ビ
ア
語
根
本
史
料
よ
り
蔓
擬
の
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
及
び
、
税
項
目
別
の
納
税

割
当
査
定
簿
な
ど
の
税
額
表
を
多
数
作
成
し
、
明
確
な
数
値
を
引
用
し
て
説

得
力
を
増
し
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
税
制
関
係
史
料
に
は
と
り
わ
け
後
世
の
法
理
論
に
よ
る
潤
色
が

政
治
的
意
図
を
伴
っ
て
混
入
し
て
い
る
。
著
者
は
夙
に
嶋
田
難
平
教
授
に
よ

っ
て
本
邦
斯
学
に
導
入
さ
れ
た
方
法
論
を
自
己
薬
籠
中
の
も
の
と
な
し
、
厳

密
に
伝
承
系
譜
（
イ
ス
ナ
ー
ド
）
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
史
料
を
整
理
し
価

値
判
断
を
く
だ
す
と
い
う
史
料
操
作
を
一
貫
し
て
行
い
、
こ
の
面
に
お
い
て

完
壁
に
近
い
成
功
を
納
め
て
い
る
。

　
ア
ラ
ビ
ア
語
は
極
め
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
表
現
形
式
を
と
る
こ
と
を

以
て
特
色
と
す
る
。
概
念
内
容
が
時
代
と
共
に
推
移
す
る
こ
と
著
し
い
特
殊

専
門
用
語
の
規
定
に
は
と
り
わ
け
慎
重
な
配
慮
が
要
請
さ
れ
る
。
著
者
は
こ

の
点
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
し
厳
密
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
ム
カ

ッ
グ
ス
ィ
ー
の
地
理
書
に
み
え
る
乱
菊
団
に
つ
い
て
、
鼻
繋
は
か
つ
て
発
表

し
た
論
文
に
お
い
て
、
文
字
通
り
犀
錠
団
（
貸
主
）
と
読
ん
だ
が
、
文
脈
か
ら

み
て
些
事
．
（
貸
地
料
）
の
誤
写
と
解
す
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
た
が
、
後
刻
パ
ピ
ル
ス
文
書
に
も
国
学
網
を
ζ
融
（
貸
料
）
の
意
味

に
用
い
て
い
る
実
例
を
見
出
し
、
本
書
に
お
い
て
「
貸
料
」
と
訂
正
し
て
い

る
の
は
（
二
六
八
頁
・
註
2
4
）
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
要
之
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
お
け
る
国
家
財
政
の
研
究
か
ら
出
発
し
た
著
者

が
そ
の
中
心
課
題
で
あ
る
税
制
の
分
析
に
潜
心
し
て
一
応
の
成
果
を
納
め
た

る
の
ち
、
エ
ジ
プ
ト
留
学
を
転
機
と
し
て
豊
窟
な
史
料
の
蒐
集
と
パ
ピ
ル
ス

文
書
の
解
読
に
情
熱
を
傾
け
、
帰
国
後
、
一
層
の
深
み
を
加
え
た
読
癬
力
と

幅
を
増
し
た
視
野
を
以
て
こ
の
地
域
研
究
に
専
念
し
た
結
果
、
大
征
服
時
代

よ
リ
ゥ
マ
イ
や
朝
を
経
て
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
及
ぶ
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
エ

ジ
プ
ト
税
制
史
を
多
面
的
に
分
析
解
明
し
た
浩
翰
な
画
聖
と
し
て
そ
の
成
果

を
結
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
吾
国
に
あ
っ
て
は
先
駆
的
業
績
が
皆
無
と

い
う
も
過
雷
で
な
い
こ
の
地
域
（
エ
ジ
プ
ト
）
の
財
政
史
研
究
に
不
動
の
基

礎
を
置
い
た
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
斯
く
雷
え
ば
と
て
、
複
雑
な
る
税
制
史
の
各
分
野
に
つ
き
多
岐
に
亘
っ
て

詳
論
さ
れ
た
大
著
に
係
る
以
上
、
不
備
な
る
点
が
皆
無
で
あ
る
と
は
も
と
よ
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評踊

り
著
い
難
い
。
　
「
土
地
制
度
」
な
る
語
は
、
國
家
財
政
と
不
可
離
の
も
の
で

あ
る
税
賦
の
微
収
に
関
連
し
て
、
政
府
が
担
税
の
土
地
経
営
者
を
掘
握
す
る

方
式
で
あ
る
。
著
者
が
第
二
部
「
土
地
制
度
史
編
」
の
大
半
を
費
し
て
、
大

征
服
期
か
ら
ウ
マ
イ
ア
朝
中
期
に
い
た
る
担
税
コ
プ
ト
農
民
村
落
共
同
体
の

温
存
、
ウ
マ
イ
ア
朝
中
期
よ
り
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
い
た
る
担
税
コ
プ
ト
農
民

を
中
核
と
す
る
抗
租
運
動
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
中
期
以
降
の
ア
ラ
ブ
・
ト
ル
コ

上
級
所
有
者
に
よ
る
私
領
地
の
発
展
と
納
税
請
負
制
に
つ
い
て
、
歴
史
的
考

察
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
正
し
い
。
　
「
土
地
制
度
」

は
ほ
ん
ら
い
上
部
構
造
に
視
点
を
お
い
た
政
治
法
制
史
に
お
け
る
概
念
に
ほ

か
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
定
額
の
租
税
を
確
実
に
徴
収
し
得
る
こ

と
を
究
極
の
目
標
と
す
る
政
府
に
と
っ
て
は
、
著
者
が
い
み
じ
く
も
道
破
し

た
よ
う
に
、
一
定
の
税
額
さ
え
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
納
税
者
が
地
主
で
あ
る

か
小
作
人
で
あ
る
か
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
三
八
八
頁
）
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
土
地
所
有
形
態
」
と
い
う
語
は
、
直
接
生
産
者
が
上

級
所
有
者
と
の
関
係
（
小
作
奴
隷
・
隷
農
・
小
作
人
）
に
応
じ
て
土
地
に
対

し
て
係
わ
る
諸
形
態
（
占
有
・
保
有
・
所
有
）
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
て
、
そ

の
諸
方
式
に
随
伴
し
て
か
れ
ら
が
有
す
る
社
会
身
分
に
係
わ
っ
て
負
担
す
べ

き
私
法
酌
な
義
務
（
労
役
・
貢
租
・
小
作
料
）
を
も
併
せ
て
包
含
す
る
。
そ

れ
は
あ
く
ま
で
下
部
構
．
造
を
対
象
と
し
た
社
会
経
済
史
に
お
け
る
概
念
で
あ

っ
て
、
ほ
ん
ら
い
「
土
地
欄
度
」
と
は
範
瞬
を
異
に
す
る
異
質
の
内
容
を
も

つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
地
主
に
代
っ
て
小
作
人
が
納
税
負
担
者
で
あ
る
事

例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
両
建
は
現
象
面
に
お
い
て
は
深
い
関
繋
を
も

っ
て
い
る
。
従
っ
て
「
土
地
慰
事
」
の
う
ち
に
「
土
地
所
有
形
態
」
を
包
含

さ
せ
て
論
究
す
る
こ
と
は
毫
も
差
支
え
な
い
の
み
な
ら
ず
有
益
で
あ
る
。
し

か
し
両
者
の
概
念
内
容
を
混
濡
す
る
に
至
る
と
き
は
、
た
だ
に
他
老
論
著
に

対
す
る
い
わ
れ
な
き
販
価
を
生
み
、
不
毛
の
論
争
を
惹
起
す
る
危
惧
が
存
す

る
の
み
な
ら
ず
、
著
者
の
論
旨
そ
の
も
の
に
も
論
理
的
矛
盾
を
も
た
ら
す
結

果
を
招
く
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
第
一
部
「
税
制
戦
野
」
と
第
二
部
「
土
地
制

度
史
編
」
と
は
初
期
イ
ス
ラ
ム
国
家
財
政
の
基
盤
を
な
す
税
制
体
系
と
い
う

同
一
の
楯
の
表
裏
両
面
を
別
品
に
考
察
し
た
も
の
に
暇
な
ら
ず
、
こ
の
点
に

関
す
る
限
り
完
壁
に
近
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
第
二
部
の
「
土
地

所
有
形
態
と
そ
の
展
開
」
・
「
土
地
の
貸
借
契
約
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
名
に

依
拠
し
て
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
き
、
読
老
は
幾
多
の
疑
問
と
当
惑
を
禁

じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
も
と
よ
り
こ
れ
は
初
期
イ
ス
ラ
ム
税
制
史
の
体
系
的
把
握
を
意
図
せ
る
著

者
の
ひ
た
む
き
な
問
題
追
求
の
寒
筋
か
ら
は
分
岐
し
た
別
個
の
問
題
捷
起
を

意
味
し
、
且
つ
多
分
に
方
法
論
の
相
違
に
帰
着
す
べ
き
性
質
の
も
の
を
含
ん

で
い
る
。
従
っ
て
本
書
の
も
つ
優
れ
て
実
誕
的
な
成
果
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
些
か
も
そ
の
価
値
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
敢
て
叙
上
の

点
に
つ
い
て
疑
問
を
提
出
す
る
所
以
の
も
の
は
、
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
点
に
つ
き
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
業
績
が
、
さ
ら
に
例
の
機
会
に
学
界
に

提
示
さ
れ
、
こ
の
渇
望
が
医
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
た
め
に
外
な
ら
な

い
。
多
年
に
亘
る
著
者
鐡
骨
の
大
作
を
評
す
べ
く
筆
者
に
許
容
さ
れ
た
風
聞

的
余
裕
は
僅
少
で
あ
り
、
想
わ
ぬ
認
識
不
足
と
誤
謬
な
き
を
保
し
得
な
い
。

偏
え
に
著
者
の
寛
恕
を
乞
う
所
以
で
あ
る
。
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